
参加された方々の感想

1
回
目（
3
月
6
日
）

　女
川
駅
前
の
復
興
状
況
の
視

察
と
東
北
電
力（
株
）女
川
原
子

力
発
電
所
の
見
学
で
す
。
は
じ

め
に
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た

語
り
部
ガ
イ
ド
の
女
性
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
当
時
の
様
子
や

復
興
に
向
け
た
街
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
14
年
ぶ
り
に
再
稼

働
を
果
た
し
た
女
川
原
子
力
発

電
所
の
見
学
で
す
。
P
R
セ
ン

タ
ー
で
は
、
模
型
を
見
な
が
ら

原
子
力
発
電
の
仕
組
み
を
学
習

し
ま
し
た
。

　専
用
バ
ス
で
発
電
所
構
内
へ

移
動
し
た
後
は
、
海
抜
29
m
、

全
長
8
0
0
m
の
防
潮
堤
や

緊
急
時
の
電
源
確
保
対
策
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

　最
後
は
P
R
セ
ン
タ
ー
で
、

3
6
0
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
発
電
所
2
号
機
の
内
部
を

V
R（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

＝
仮
想
現
実
）映
像
で
見
学
。

安
全
対
策
に
対
す
る
最
新
の
知

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
安
全・

安
定
運
転
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
説
明
に
、
真
剣
な
表
情
で
理

解
を
深
め
る
参
加
者
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

2
回
目（
3
月
13
日
）

　東
北
電
力（
株
）仙
台
火
力

発
電
所
・
仙
台
太
陽
光
発
電
所

の
見
学
で
す
。
2
0
1
0
年
に

燃
料
を
石
炭
か
ら
天
然
ガ
ス

へ
移
行
し
た
仙
台
火
力
発
電

所
は
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て

効
率
よ
く
電
気
を
作
る「
コ
ン

バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
」に

よ
り
、世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
熱

効
率
を
実
現
し
て
い
る
特
徴

に
つ
い
て
学
習
。
火
力
発
電
所

構
内
の
タ
ー
ビ
ン
フ
ロ
ア
を

実
際
に
見
学
し
た
参
加
者
は
、

巨
大
な
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
の
大
き
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
前
に
発
電
の
仕
組
み
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
説
明

が
あ
り
、太
陽
光
を
優
先
し
な

が
ら
火
力
発
電
の
発
電
量
を

調
整
す
る
こ
と
で
、電
気
を
安

定
供
給
し
て
い
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　午
後
は
七
ヶ
浜
国
際
村
へ

移
動
し
、
参
加
者
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
の
経
験
を

シ
ェ
ア
す
る「
テ
ー
ブ
ル
ト
ー

ク
」を
実
施
し
ま
し
た
。
原
子

力
・
火
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー（
太
陽
光
発
電
）そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
見

学
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
、

セ
ミ
ナ
ー
に
初
め
て
参
加
し

た
感
想
な
ど
を
一
人
ず
つ
発

表
。
タ
イ
プ
の
異
な
る
発
電
所

を
実
際
に
目
で
見
て
、肌
で
感

じ
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

働働くく女性女性のの
「「エネルギーセミナーエネルギーセミナー」」実施レポート実施レポート
当会では、2025年3月6日および13日、会員企業の女性社員の皆さまを対象に「エネルギー
セミナー」を実施しました。本セミナーは、タイプの異なる発電施設の見学とテーブルトー
クを組み合わせた2回シリーズで、エネルギーミックスの重要性やエネルギー問題への理解
をさらに深めていただくことを目的に毎年開催しています。
今回は14名の皆さまに参加いただきました。

⃝�女川原子力発電所であれほどの安全対策が施されているとは思わなかった。2号機再稼働に向けて取り組んださまざ
まな安全対策を知ることができ、大変貴重な経験となった。

⃝女川原子力発電所の見学では防潮堤の高さに驚いた。「安全対策に終わりはない」という言葉が深く心に刻まれた。

⃝�仙台火力発電所、仙台太陽光発電所見学では、太陽光発電を優先しながら火力発電の発電量を調整して電気を安定
供給していることを初めて知った。CO2排出量だけが課題ではなく、エネルギーの安定供給も大事であることを学び、
エネルギーについて深く考えさせられた。

⃝�原子力、火力、太陽光それぞれの発電所見学会を通じて、どの発電方法にもメリット・
デメリットがあることをあらためて学ぶことができた。さまざまなエネルギーをバラ
ンスよく組み合わせるエネルギーミックスが大切なのだと感じた。

⃝�女性対象のセミナーで気軽に参加できた。テーブルトークでは、他部門の方々が今
回のセミナーでどう感じたかを知ることができ、今後の自分の業務の参考になった。
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